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◎   特 集 桜を楽しむ、春
◎ 令和５年度の当初予算・主な事業
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桜

、
む
し
楽
を

春
。

特
集

①希望の桜

が
桜
る
れ
わ
い
と
木
名
は
に
町
倉
棚
。
た
し

る
誇
き
咲
に
心
無
、
し
在
点
に
地
各
の
内
町

倉
棚
や
桜
れ
だ
し
の
園
花
な
名
有
て
し
と
ト

そ
、
ど
な
桜
の
園
公
館
赤
、
木
並
桜
の
跡
城

る
観
、
た
ま
、
り
あ
が
徴
特
る
な
異
れ
ぞ
れ

。
す
ま
き
で
が
と
こ
む
し
楽
を

、
と
も
の
力
協
の
々
方
の
域
地
は
桜
な
ん
そ

回
今
。
た
し
ま
き
て
れ
が
継
け
受
ら
か
代
先

会
協
光
観
、
て
い
つ
に
力
魅
の
桜
な
ん
そ
は

に
ん
さ
長
部
支
各
の
跡
城
、
館
赤
、
園
花
の

。
た
し
ま
い
伺
を
話
お

を
り
ぐ
め
桜
に
日
の
気
陽
の
春
な
か
ら
ら
う

桜スポットマップ

①

④

②③

治
明

40

逆
が
氏
幡
十
五
の
員
教
校
学
小
川
社
元
、
年

え
植
し
と
印
目
の
内
案
道
の
へ
人
旅
、
に
塚
里
一
の
川

の
校
学
小
川
社
は
在
現
。
す
で
桜
れ
だ
し
る
わ
伝
と
た

。
す
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４
月
、
待
ち
に
待
っ
た
春
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
棚
倉
町
に
は
名
木
と
い
わ

れ
る
桜
が
町
内
の
各
地
に
点
在
し
、
無

心
に
咲
き
誇
る
姿
が
多
く
の
人
を
魅
了

し
ま
す
。
桜
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
有
名
な

花
園
の
し
だ
れ
桜
や
棚
倉
城
跡
の
桜
並

木
、
赤
館
公
園
の
桜
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

異
な
る
特
徴
が
あ
り
、
ま
た
、
見
る
時

間
帯
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
桜
の
美
し

さ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
ん
な
桜
は
地
域
の
方
々
の
協
力
の

も
と
、
先
代
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
ま

し
た
。
今
回
は
そ
れ
ぞ
れ
の
桜
の
魅
力

に
つ
い
て
、
花
園
、
赤
館
、
城
跡
の
観

光
協
会
支
部
長
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

う
ら
ら
か
な
春
の
陽
気
に
誘
わ
れ
て
、

桜
め
ぐ
り
を
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

明
治
40
年
、
元
社
川
小
学
校
教
員
の
五
十
幡
氏

が
逆
川
の
一
里
塚
に
、
旅
人
へ
の
道
案
内
の
目
印

と
し
て
植
え
た
と
伝
わ
る
し
だ
れ
桜
で
す
。
現
在

は
社
川
小
学
校
の
敷
地
へ
と
移
植
さ
れ
、
子
ど
も

た
ち
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

①希望の桜
町指定天然記念物

②花園しだれ桜

樹
定
推
は
桜
れ
だ
し
園
花

ド
エ
る
え
超
を
年
０
６
１
齢

園
田
。
す
で
ラ
ク
ザ
ン
ガ
ヒ

映
に
面
水
の
池
に
背
を
景
風

影
撮
、
く
し
美
が
桜
さ
逆
る

日
朝、
と
る
す
花
開
が
桜。
す

景
光
な
的
想
幻
む
こ
し
差
が

ら
か
朝
早
、
と
う
よ
え
捉
を

。
す
ま
れ
訪
が
家
好
愛
の
く
多

９
後
午
ら
か
方
夕
、
た
ま

ラ
間
夜
る
れ
わ
行
で
ま
頃
時

鏡
水
と
力
迫
の
桜
本
一
る
な

を
さ
し
美
の
桜
さ
逆
る
映
に

。
す
ま
き
で
能
堪

大
最
の
桜
れ
だ
し
園
花
「

」
姿
る
映
に
池
、
は
力
魅
の

協
光
観
町
倉
棚
、
す
話
と

。
ん
さ
本
松
の
長
部
支
園
花
会

桜
れ
だ
し
、
は
で
部
支
園
花

年
、
に
め
た
の
理
管
持
維
の

肥
・
毒
消
、
や
刈
草
の
回
２

り
盛
を
見
花
「。
う
い
と
る

ブ
イ
ラ
謡
民
、
に
の
る
げ
上

も
と
ン
マ
ラ
メ
カ
。
る
い
て

寄
を
真
写
り
な
に
み
じ
な
顔

の
蔵
も
年
今
、
は
真
写
た
れ

み
組
り
取
の
で
部
支
と
」
定

期
短
と
る
な
に
き
咲
分
５

だ
し
園
花
る
な
に
開
満
で
間

よ
い
な
さ
逃
を
頃
見
。
桜
れ

か
出
お
に
め
早
お
ひ
ぜ
、
う

。
い
さ
だ
く
け

逆さ桜も美しい
花園しだれ桜
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棚倉町観光協会
花園支部長

松本　良一さん

―
花
園
し
だ
れ
桜
の
魅
力
は
ど

ん
な
と
こ
ろ
で
す
か
。

池
に
映
る
逆
さ
桜
が
美
し

い
で
す
。

―
来
訪
者
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お

願
い
し
ま
す
。

花
園
支
部
で
は
、
草
刈
り

や
消
毒
な
ど
の
維
持
管
理
の

ほ
か
、
花
見
を
盛
り
上
げ
る

た
め
、
民
謡
ラ
イ
ブ
や
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
、
蔵
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
の
寄
贈
写
真
の
展
示

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
５

分
咲
き
に
な
る
と
短
期
間
で

満
開
に
な
る
の
で
、
ぜ
ひ
見

頃
を
逃
さ
な
い
よ
う
、
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

花
園
し
だ
れ
桜
は
推
定
樹

齢
１
６
０
年
を
超
え
る
エ
ド

ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
で
す
。
田
園

風
景
を
背
に
池
の
水
面
に
映

る
逆
さ
桜
が
美
し
く
、
撮
影

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
人
気
で

す
。桜
が
開
花
す
る
と
、朝
日

が
差
し
こ
む
幻
想
的
な
光
景

を
捉
え
よ
う
と
、
早
朝
か
ら

多
く
の
カ
メ
ラ
マ
ン
が
訪
れ

ま
す
。

ま
た
、
夕
方
か
ら
午
後
９

時
頃
ま
で
行
わ
れ
る
夜
間
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
は
、
日
中
と
異

な
る
一
本
桜
の
迫
力
と
水
鏡

に
映
る
逆
さ
桜
の
美
し
さ
を

堪
能
で
き
ま
す
。

支 部 長 聞に き ま し たさ ん
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③赤館公園

④棚倉城跡

本
０
０
３
約
、
は
園
公
館
赤

景
風
の
み
並
町
、
き
咲
が
桜
の

き
で
が
と
こ
む
し
楽
を
桜
と

ト
ン
コ
の
と
桜
、
れ
わ
行
が
プ

。
す
で
い
れ
き
が
ト
ス
ラ

や
路
策
散
は
に
内
園
、
た
ま

と
ご
節
季
、
り
あ
が
ど
な
壇
花

す
賞
鑑
を
花
な
ま
ざ
ま
さ
に

。
す
ま
き
で
が
と
こ
る

見
で
近
間
を
桜
の
開
満
。
す
ま
い
て
れ
ら
え
植
が
ノ
シ
ヨ

の
跡
城
、
は
の
る
き
で
が
と
こ
る

並
桜
の
開
満
。
す
で
は
で
ら
な
桜

よ
も
の
る
撮
を
真
写
に
景
背
を
木

、
し
よ
も
の
む
し
楽
を
桜
夜
な
的
想

る
め
眺
を
ら
び
花
ぶ
か
浮
に
面
水

ざ
ま
さ
。
す
ま
り
あ
が
情
風
も
の

ス
る
き
で
が
方
み
し
楽
の
桜
な
ま

と
な
ん
ど
は
力
魅
の
園
公
館
赤
―

。
か
す
で
ろ
こ

と
い
し
美
あ
が
ジ
ツ
ツ
や
桜

や
跡
城
ら
か
部
頂
山
、
と
ろ
こ

ろ
こ
と
る
き
で
望
一
を
街
店
商

。
す
で

。
す
ま
し
い

室
玉
に
側
南
、
は
園
公
館
赤

な
る
あ
が
碑
の
跡
庵
草
の
尚
和

か
ゆ
に
ら
ぐ
な
た
都
京
小
、
ど

の
観
景
。
す
で
所
場
る
あ
の
り

美
の
桜
、
で
の
す
ま
い
思
と
い

望
眺
の
ら
か
館
赤
に
節
季
い
し

。
い
さ
だ
く
覧
ご
度
一
ひ
ぜ
を

と
な
ん
ど
は
力
魅
の
跡
城
倉
棚
―

。
か
す
で
ろ
こ

面
水
の
跡
城
に
日
い
無
の
風

、
た
ま
。
す
で
的
力
魅
が
桜
夜

。
す
ま
き
で
が
と
こ
る
す
を

。
す
ま
し
い

な
め
眺
を
桜
、
は
跡
城
倉
棚

る
き
で
が
歩
散
く
良
分
気
ら
が

査
調
も
在
現
、
り
な
と
跡
史
国

の
跡
城
る
い
て
れ
わ
行
が
究
研

春
ひ
ぜ
、
ら
が
な
じ
感
を
史
歴

。
い
さ
だ
く
て
し
策
散
を
跡
城
の

棚倉町観光協会
赤館支部長
近藤さん

棚倉町観光協会
城跡支部長
須藤さん

小京都たなぐらを
一望できる
お花見スポット

満開のソメイヨシノ
を満喫できる
散歩コース

支 部 長 聞に き ま し た

支 部 長 聞に き ま し た
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支 部 長 聞に き ま し たさ ん

支 部 長 聞に き ま し たさ ん

棚倉町観光協会
赤館支部長

近藤　善一さん

棚倉町観光協会
城跡支部長
須藤　洋さん

―
赤
館
公
園
の
魅
力
は
ど
ん
な
と

こ
ろ
で
す
か
。

桜
や
ツ
ツ
ジ
が
美
し
い
と
こ

ろ
と
、山
頂
部
か
ら
城
跡
や
商
店

街
を
一
望
で
き
る
と
こ
ろ
で
す
。

―
来
訪
者
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願

い
し
ま
す
。

赤
館
公
園
は
、
南
側
に
玉
室

和
尚
の
謫た
っ
き
ょ
あ
と

居
跡
の
碑
が
あ
る
な

ど
、
小
京
都
た
な
ぐ
ら
と
し
て
、

京
都
と
ゆ
か
り
の
あ
る
場
所
で

す
。
景
観
の
整
備
や
拡
充
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
桜
の
美
し
い
季
節
に
赤

館
か
ら
の
眺
望
を
ぜ
ひ
一
度
ご

覧
く
だ
さ
い
。

―
棚
倉
城
跡
の
魅
力
は
ど
ん
な
と

こ
ろ
で
す
か
。

風
の
無
い
日
に
城
跡
の
水
面

に
映
る
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た

夜
桜
が
魅
力
的
で
す
。
ま
た
、

密
を
避
け
て
ゆ
っ
く
り
お
花
見

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

―
来
訪
者
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願

い
し
ま
す
。

棚
倉
城
跡
は
、
桜
を
眺
め
な

が
ら
気
分
良
く
散
歩
が
で
き
る

散
歩
コ
ー
ス
で
も
あ
り
ま
す
。

国
史
跡
と
な
り
、
現
在
も
調
査

研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
城
跡
の

歴
史
を
感
じ
な
が
ら
、
ぜ
ひ
春

の
城
跡
を
散
策
し
て
く
だ
さ
い
。

棚
倉
城
跡
は
、
お
堀
に
沿
っ
て
約
２
７
０
本
の
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
が
咲
き
誇
り
ま
す
。
満
開
の
桜
を
間
近
で
見
る
こ

と
が
で
き
る
の
は
、
城
跡
の
桜
な

ら
で
は
で
す
。
満
開
の
桜
並
木
を

背
景
に
写
真
を
撮
る
の
も
よ
し
、

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
幻
想
的
な

夜
桜
を
楽
し
む
の
も
よ
し
、
水
面

に
浮
か
ぶ
花
び
ら
を
眺
め
る
の
も

風
情
が
あ
り
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

桜
の
楽
し
み
方
が
で
き
る
ス
ポ
ッ

ト
で
す
。

春のイベント・お出かけ情報

桜ドライブスタンプラリー桜ドライブスタンプラリー

山本キャンプ場リニューアルオープン山本キャンプ場リニューアルオープン

たなぐら sakura マルシェたなぐら sakura マルシェ

駅からハイキング駅からハイキング

　町観光協会では、町内の桜の名所を巡る
ドライブスタンプラリーを実施しています。
○開催期間
　４月１日㈯～16日㈰
○内　　容
棚倉城跡、花園しだ
れ桜、赤館公園の３
カ所を巡りスマート
フォンでスタンプを
３つ集めると賞品が
当たる抽選に応募で
きます。
〇主　　催　棚倉町観光協会
〇協　　力 一般社団法人日本自動車連盟（JAF）
■お問い合わせ
　棚倉町観光協会　☎33-7886

　山本キャンプ場ではバンガローの新築・
改修を行いました。冬季閉鎖をしていまし
たが、４月から利用を再開します。
〇利用期間　４月～11月
〇施　　設　バンガロー（６名用２室、４
　　　　　　名用３室)、テントサイト、
　　　　　　トイレ、炊事・シャワー、Wi-Fi
　　　　　　完備
〇受付時間　午前９時～午後４時
〇利用料金

■予約・お問い合わせ
　山本不動尊内管理事務所　☎33-2445

　今年も棚倉城跡を会場に「たなぐら
sakuraマルシェ」が開催されます。
○日　　時　４月15日㈯
　　　　　　午前10時～午後４時
○会　　場　棚倉城跡
○主な催し　棚倉町のお店による飲食・物
　　　　　　販ブース、体験コーナースタ
　　　　　　ンプラリー、ｅスポーツおよ
　　　　　　びＶＲ体験、ドローン体験、
　　　　　　バギー体験ほか
○そ の 他 ４月２日㈰～18日㈫に城跡
　　　　　　お堀周辺の桜のライトアップ
　　　　　　を行います。
■お問い合わせ
　たなぐら商工業魅力発信実行委員会
　☎33-3161

　誰でも気軽に無料で参加できる日帰り
ウォーキングイベント「駅からハイキン
グ」を開催します。
○開催期間　４月14日㈮～16日㈰
○受付場所・時間
　磐城棚倉駅　午前９時30分～11時
○内　　容
磐城棚倉駅をスタート・ゴールに、棚倉
の歴史と文化に触れながら、棚倉城など
町内の桜の名所８カ所を巡ります。参加
者には「棚倉城御城印」をプレゼントし
ます。
〇主　　催　ＪＲ東日本、棚倉町観光協会

■お問い合わせ
　棚倉町観光協会　☎33-7886

▲スタンプラリーは
　こちらから

１泊の使用料 日帰りの使用料
バンガロー(６人用) １室 7,500円 １室 3,750円
バンガロー(４人用) １室 5,000円 １室 2,500円

テントサイト
テント１張り 800円 テント１張り 400円
大人１人 400円 大人１人 200円
子供1人 200円 子供１人 100円

　山本キャンプ場ではバンガローの新築・
改修を行いました。冬季閉鎖をしていまし
たが、４月から利用を再開します。
〇利用期間　４月～11月
〇施　　設
バンガロー（６名用２室、４名用３室)、テント
サイト、トイレ、炊事・シャワー、Wi-Fi完備
〇受付時間　午前９時～午後４時
〇使 用 料

　誰でも気軽に無料で参加できる日帰り
ウォーキングイベントを開催します。
〇開催期間　４月14日㈮～16日㈰
〇受付場所・時間
　磐城棚倉駅　午前９時30分～11時
　※受付終了後、各自自由にコースを歩きます。
〇内　　容
磐城棚倉駅をスタート・ゴールに、棚倉の
歴史と文化に触れながら、棚倉城跡など町
内の桜の名所８カ所を巡ります。参加者
には「棚倉城御城印」をプレゼントします。
〇主　　催　ＪＲ東日本、棚倉町観光協会
※コース内容等、詳しくはホームページをご覧ください。

１　　泊 日 帰 り
バンガロー(６人用) １室 7,500円 １室 3,750円
バンガロー(４人用) １室 5,000円 １室 2,500円

テントサイト
テント１張り 800円 テント１張り 400円
大人１人 400円 大人１人 200円
子ども1人 200円 子ども1人 100円 駅ハイアプリ 検 索
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令和５年度
当 初 予 算

8,300万円
（対前年度比3億1,500万円の増）

　令和５年度は、第６次棚倉町振興計
画の「住民が主役のまち」「安心で優
しいまち」「誇りと愛着のもてるま
ち」の基本理念のもと、持続可能な財
政構造の確立に努めながら、産業の振
興と活性化、子ども子育ての支援およ
びインフラの整備など、これからのま
ちづくりと当面する課題に対応するた
めの予算編成としました。
　本町においては、第６次振興計画
や、まち・ひと・しごと創生総合戦略
を継続的に進め、「人を・心を・時を
つなぐ　たなぐらまち」を目指して、
各種施策に積極的に取り組んでまいり
ます。
　引き続き厳しい財政状況ではありま
すが、町民の皆様には、一層の御支援
と御協力を賜りますようお願い申し上
げます。

町税については、コロナ禍からの景気回復による企業収益増加等を見込み、町
民税（個人・法人）および固定資産税（償却資産）の増額等により、対前年度
比6.7％の増額を見込んでいます。

地方交付税については、林業専用道整備事業（県営事業）の完了や、棚倉町復
興産業集積区域における固定資産税の課税免除の一部終了に係る震災復興特別
交付税の減額等により、対前年度比8.0％の減額を見込んでいます。

国庫支出金については、都市計画費補助金の減額や、児童手当負担金の減額等
により、対前年度比5.2％の減額を見込んでいます。

令和５年度予算編成にあたって

長
町
倉
棚

平
一
座
湯　　　地方消費税交付金（社会保障財源化分） 1億8,881万9千円

　　 社会保障４経費、その他社会保障施策に要する経費 15億5,719万8千円
　　　※社会保障４経費とは、年金、医療、介護、子育てを指します。

歳入

歳出

予算概要－歳入

地方消費税交付金（社会保障財源化分）が充当される経費の見込み

歳　入

町税
19億7,814万円
（28.3％）

地方交付税
18億8,166万円
（26.9％）国庫支出金

6億3,566万4千円
（9.1％）

町債
6億1,629万円
（8.8％）

県支出金
6億2,032万4千円
（8.9％）

町税
19億7,814万円
（28.3％）

地方交付税
18億8,166万円
（26.9％）国庫支出金

6億3,566万4千円
（9.1％）

町債
6億1,629万円
（8.8％）

県支出金
6億2,032万4千円
（8.9％）

地方消費税交付金
3億5,579万5千円
（5.1％）

繰入金
2億2,290万7千円
（3.2％）

諸収入
2億2,899万4千円
（3.3％）

寄附金
2億7千円
（2.9％）

地方譲与税
8,201万9千円
（1.2％）

その他
1億6,120万円
（2.3％）
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一般会計 69億

歳　出

民生費
16億1,147万円
（23.1％）

総務費
8億6,736万6千円
（12.4％）

公債費
7億6,958万3千円
（11.0％）

教育費
13億1,787万3千円
（18.9％）

土木費
6億7,906万3千円
（9.7％）

農林水産業費
5億5,679万5千円
（8.0％）

民生費
16億1,147万円
（23.1％）

総務費
8億6,736万6千円
（12.4％）

公債費
7億6,958万3千円
（11.0％）

教育費
13億1,787万3千円
（18.9％）

土木費
6億7,906万3千円
（9.7％）

衛生費
5億5,471万1千円
（7.9％）

商工費
1億8,755万1千円
（2.7％）

議会費
8,688万7千円
（1.3％）

その他
1,031万2千円
（0.1％）

消防費
3億4,138万9千円
（4.9％）

農林水産業費
5億5,679万5千円
（8.0％）

民生費は、高校生等生活応援給付金事業や後期高齢者医療広域連合負担金の増額等により、対前年度比1.8％
の増額となりました。

教育費は、文化センター大規模改修事業や棚倉運動広場大規模改修工事の増額等により、対前年度比52.4％
の増額となりました。

総務費は、道路安全施設整備事業（街灯ＬＥＤ化事業）の減額等により、対前年度比1.7％の減額となりました。

土木費は、街なみ環境整備事業の減額等により、対前年度比2.9％の減額となりました。

農林水産業費は、林業施設維持管理費の増額等により、対前年度比0.6％の増額となりました。

衛生費は、出産・子育て応援事業や妊産婦医療費助成事業の増額等により、対前年度比2.4％の増額となりま
した。

消防費は、防災対策費の増額等により、対前年度比4.5％の増額となりました。

予算概要－歳出

特

別

会

計

会　計　名 予 算 額

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

簡易水道事業特別会計

公共下水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

霊園整備事業特別会計

計
会
業
事
道
水
上 収益的

収　支

収　入

支　出

資本的
収　支

収　入

支　出

　資本的収入額が資本的支出額に対し不足
する額１億 3,279 万 1 千円は、当年度分
消費税および地方消費税資本的収支調整額
1,148 万 9 千円、過年度分損益勘定留保
資金１億 630 万 2千円および建設改良積
立金 1,500 万円で補てんするものとしま
す。
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　 水田営農対策事業
2,357万3千円

　飼料用米や加工用米等の生産
に対して助成を行います。

　 多面的機能支払事業、
　 中山間地域等直接支払事業

6,801万8千円
　水路や農道等を維持管理する
ための地域共同作業を支援しま
す。

 　ふくしま森林再生事業
２億6,250万円

　森林の整備および森林が持つ
公益的機能を維持向上させなが
ら、本町の森林再生を図ります。

　 山本公園整備事業
6,250万円

　山本いこいの村地内の遊歩道
等を整備し、多くの方々が快適
に利用できる環境を整えます。

　 わくわくイベント事業
850万円

　町内周遊のスタンプラリー等
により、産業の活性化や観光誘
客を図ります。

　 街なみ環境整備事業
2,900万円

　棚倉町歴史的風致維持向上計
画に基づき、景観に配慮した道
路等の整備を行います。

　 地域交通対策事業
2,243万3千円

タクシー利用料金の一部助成
や路線バス運行対策を行い、高
齢者等の移動手段の確保を図り
ます。

　 ＤＸ推進事業
1,461万7千円

棚倉町ＤＸ推進基本方針に基
づいて、戸籍、税、介護、福祉、
医療などのシステムの標準化、
共通化を進め、さらに行政手続
きのオンライン化を推進します。

 　社会資本整備総合交付金事業
7,000万円

町道の改良・補修を行い、地
域の道路網の安全性や利便性の
向上を図ります。

　 道路メンテナンス補助事業
１億円

安全確保のため、長寿命化修
繕計画に基づいて橋梁の修繕等
を実施します。

　 ふるさと納税推進事業
１億400万円

　ふるさと納税で寄附をいただ
いた方々への返礼品の送付等を
行います。

　 広報・刊行物発行事業
646万7千円

　分かりやすい充実した広報紙
の発行とホームページや防災行
政無線、フェイスブックなどの
ＳＮＳによる情報発信を行いま
す。

 　東白衛生組合負担金
２億7,197万8千円

　東白衛生組合に、廃棄物およ
びし尿処理業務のための負担金
を納付します。

４　いきいき
【産業・観光】

５　むすぶ
【道路・交通・情報】

６　きずく
【協働・行財政】

第６次棚倉町振興計画の政策別

　 …総務費　　　　　 …民生費　　 …衛生費

　 …農林水産業費　　 …商工費　　 …土木費

　 …消防費　　　　　 …教育費

民総

土商

衛 

消

農

教

農 総 総

総

衛

総

土

土

農

農

商

商

土

～ほっとするわたしのふるさと～
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令 和 ５ 年 度 の 主 な 事 業
人を・心を・時をつなぐ　たなぐらまち

　 高校生等生活応援給付金
2,407万4千円

　高校生への修学支援として年
額６万円の生活応援給付金を給
付します。

　 出産・子育て応援事業
747万9千円

　妊娠届出時から継続的に相談
に応じる伴走型相談支援と妊娠
届出および出生届出後に5万円
の経済的支援を行います。

 　妊産婦医療費助成事業
　274万8千円

　安心して出産・子育てができ
るよう、妊産婦の医療費自己負
担分の助成を行います。

 　棚倉運動広場大規模改修事業
２億6,942万7千円

　ナイター設備の拡充やグラウ
ンドの暗渠排水設備の改修など
を行い、利用者が快適に活動で
きるように施設の充実を図ります。

　 文化センター大規模改修事業
2億6,497万6千円

　施設の老朽化が著しい文化セ
ンターの長寿命化と、施設の利
便性の向上を図ります。

　 住宅維持管理費
　1億304万3千円

町営住宅長寿命化計画に基づ
き、国の交付金を活用して既存
町営住宅の修繕に取り組み、安
全で安心して暮らせる町営住宅
を整備します。

　 消防施設整備事業
4,092万5千円

小型ポンプ積載車２台の更新
および耐震性地下式防火水槽２
基を設置するほか、消防施設の
点検整備や装備品の充実を図り
ます。

 　防災対策事業
3,108万5千円

大規模災害時のトイレ不足や
衛生面の不備等の解消を図るた
め、移動式のトイレトレーラー
を整備します。
また、災害発生時等に地域防

災力の要となる自主防災組織結
成を引き続き推進します。

　 介護予防・地域支え合い事業
688万3千円

　ひとり暮らしの高齢者等を対
象に、配食サービスや軽度生活
援助等を行います。

　 自立支援給付障害福祉
　 サービス等事業

２億3,146万6千円
　精神や身体に障がいがある方
に対し、必要な障がい福祉サー
ビスの給付と支援を行います。

 　子育て世代包括支援センター
　 事業

216万6千円
　妊娠や出産、子育てに関する
相談・助言・情報提供を行い、
切れ目のない支援を行います。

 　健康増進事業
1,065万9千円

　特定年齢の方へのがん検診無
料クーポン券の交付や健幸アン
バサダーを活用した健康情報の
啓発、各種検診の受診率向上に
努め、健康寿命の延伸に向けた
取り組みを行います。

１　はぐくむ
【子育て・教育・文化】

２　あんしん
【防災・環境・生活】

３　すこやか
【保健・福祉・医療】

民 土 民

民

衛

衛

消

消

衛

衛

教

教
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令 和 ５ 年 度 の 主 な 事 業
人を・心を・時をつなぐ　たなぐらまち

　 高校生等生活応援給付金
2,407万4千円

　高校生への修学支援として年
額６万円の生活応援給付金を給
付します。

　 出産・子育て応援事業
747万9千円

　妊娠届出時から継続的に相談
に応じる伴走型相談支援と妊娠
届出および出生届出後に5万円
の経済的支援を行います。

 　妊産婦医療費助成事業
　274万8千円

　安心して出産・子育てができ
るよう、妊産婦の医療費自己負
担分の助成を行います。

 　棚倉運動広場大規模改修事業
２億6,942万7千円

　ナイター設備の拡充やグラウ
ンドの暗渠排水設備の改修など
を行い、利用者が快適に活動で
きるように施設の充実を図ります。

　 文化センター大規模改修事業
2億6,497万6千円

　施設の老朽化が著しい文化セ
ンターの長寿命化と、施設の利
便性の向上を図ります。

　 住宅維持管理費
　1億304万3千円

町営住宅長寿命化計画に基づ
き、国の交付金を活用して既存
町営住宅の修繕に取り組み、安
全で安心して暮らせる町営住宅
を整備します。

　 消防施設整備事業
4,092万5千円

小型ポンプ積載車２台の更新
および耐震性地下式防火水槽２
基を設置するほか、消防施設の
点検整備や装備品の充実を図り
ます。

 　防災対策事業
3,108万5千円

大規模災害時のトイレ不足や
衛生面の不備等の解消を図るた
め、移動式のトイレトレーラー
を整備します。
また、災害発生時等に地域防

災力の要となる自主防災組織結
成を引き続き推進します。

　 介護予防・地域支え合い事業
688万3千円

　ひとり暮らしの高齢者等を対
象に、配食サービスや軽度生活
援助等を行います。

　 自立支援給付障害福祉
　 サービス等事業

２億3,146万6千円
　精神や身体に障がいがある方
に対し、必要な障がい福祉サー
ビスの給付と支援を行います。

 　子育て世代包括支援センター
　 事業

216万6千円
　妊娠や出産、子育てに関する
相談・助言・情報提供を行い、
切れ目のない支援を行います。

 　健康増進事業
1,065万9千円

　特定年齢の方へのがん検診無
料クーポン券の交付や健幸アン
バサダーを活用した健康情報の
啓発、各種検診の受診率向上に
努め、健康寿命の延伸に向けた
取り組みを行います。

１　はぐくむ
【子育て・教育・文化】

２　あんしん
【防災・環境・生活】

３　すこやか
【保健・福祉・医療】
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　 水田営農対策事業
2,357万3千円

　飼料用米や加工用米等の生産
に対して助成を行います。

　 多面的機能支払事業、
　 中山間地域等直接支払事業

6,801万8千円
　水路や農道等を維持管理する
ための地域共同作業を支援しま
す。

 　ふくしま森林再生事業
２億6,250万円

　森林の整備および森林が持つ
公益的機能を維持向上させなが
ら、本町の森林再生を図ります。

　 山本公園整備事業
6,250万円

　山本いこいの村地内の遊歩道
等を整備し、多くの方々が快適
に利用できる環境を整えます。

　 わくわくイベント事業
850万円

　町内周遊のスタンプラリー等
により、産業の活性化や観光誘
客を図ります。

　 街なみ環境整備事業
2,900万円

　棚倉町歴史的風致維持向上計
画に基づき、景観に配慮した道
路等の整備を行います。

　 地域交通対策事業
2,243万3千円

タクシー利用料金の一部助成
や路線バス運行対策を行い、高
齢者等の移動手段の確保を図り
ます。

　 ＤＸ推進事業
1,461万7千円

棚倉町ＤＸ推進基本方針に基
づいて、戸籍、税、介護、福祉、
医療などのシステムの標準化、
共通化を進め、さらに行政手続
きのオンライン化を推進します。

 　社会資本整備総合交付金事業
7,000万円

町道の改良・補修を行い、地
域の道路網の安全性や利便性の
向上を図ります。

　 道路メンテナンス補助事業
１億円

安全確保のため、長寿命化修
繕計画に基づいて橋梁の修繕等
を実施します。

　 ふるさと納税推進事業
１億400万円

　ふるさと納税で寄附をいただ
いた方々への返礼品の送付等を
行います。

　 広報・刊行物発行事業
646万7千円

　分かりやすい充実した広報紙
の発行とホームページや防災行
政無線、フェイスブックなどの
ＳＮＳによる情報発信を行いま
す。

 　東白衛生組合負担金
２億7,197万8千円

　東白衛生組合に、廃棄物およ
びし尿処理業務のための負担金
を納付します。

４　いきいき
【産業・観光】

５　むすぶ
【道路・交通・情報】

６　きずく
【協働・行財政】

第６次棚倉町振興計画の政策別

　 …総務費　　　　　 …民生費　　 …衛生費

　 …農林水産業費　　 …商工費　　 …土木費

　 …消防費　　　　　 …教育費

民総

土商

衛 

消

農

教

農 総 総

総

衛

総

土

土

農

農

商

商

土

～ほっとするわたしのふるさと～
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厚生労働省　子宮頸がんワクチン 検 索

■お問い合わせ・お申し込み
　保健福祉センター
　☎33－7801　FAX33－7820
（健康福祉課　健康づくり係・高齢者係）

乳幼児健康診査　　　実施場所　保健福祉センター

区　　分 対　象　児 実施日 受付時間 持　ち　物

３ ～ ４ カ 月 児
健 康 診 査

令和４年12月11日
～令和５年１月31日生

４月27日㈭

午後１時～１時30分
母子健康手帳、問診票、
バスタオル９ ～ 1 1 カ 月 児

健 康 診 査
令和４年６月１日
　　　　～７月15日生

午後１時30分～２時

子宮頸がん予防ワクチン（HPVワクチン）接種について
　子宮頸がんはHPV（ヒトパピローマウイルス）の感染が原因とされています。子宮頸がんの予
防には、ワクチン接種を受け、HPV感染を防ぐことが有効です。なお今年度から、より多くの種類
のHPV感染を防ぐことができる９価ワクチン（シルガード）が定期接種化されました。
　下記の方が対象となりますので、子宮頸がん予防ワクチン接種を希望される方は、ご家族やかか
りつけ医と相談し、ワクチンの効果とリスクについて十分に理解した上で接種をご検討ください。
※定期接種対象者およびキャッチアップ接種対象者の方にはお知らせを郵送します。

※子宮頸がんワクチンの有効性や、副反応の詳細については厚生労働省ホームページをご確認ください。

○定期接種
対 象 者　小学６年生～高校１年生までの女性（標準接種時期は中学１年生）
接種回数　３回（初回接種から６～12カ月の期間）

○キャッチアップ接種
対 象 者　平成９年度～平成18年度生まれの女性（令和５年度に17歳～26歳になる方）
接種回数　３回（初回接種から６～12カ月の期間）※１、２回目が接種済の方は残回数
接種期間　令和７年３月31日まで

　幼児歯科クリニック
実 施 日　４月18日㈫

 受付時間　午後１時～１時45分

 実施場所　保健福祉センター

対 象 児
 　　　　　令和３年３月～令和３年５月生

持 ち 物　母子健康手帳、問診票、歯ブラシ、
 　　　　　仕上げ用歯ブラシ、コップ、フェイスタオル

皆様のご協力をお願いします。
～献血バスが来町します～

実施日 実施時間 実施場所

４月11日㈫

藤田建設工業㈱

午後１時30分
　　　～３時 福島県棚倉合同庁舎

寿 恵 園
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保健福祉センターだより

インターネットからの手続きが可能になります
　今年度より、保健福祉センター窓口で行っていた手続きが、一部インターネット（スマートフォン、
パソコン、タブレット等）からの手続きが可能となりました！「棚倉町スマート申請システム」を利
用し、申請をすることが可能です。ぜひご活用ください。
　保健福祉センターでのインターネットから申請が可能な主な手続きは以下のとおりです。

町ホームページ「オンライン行政手続」→「棚倉町スマート申請システム」から
開くこともできます。
※GooglePlayストア、AppleStoreから「TKC TASKポータル」アプリをダウン
ロード（無料）し、アプリから申請することも可能です。

※直接マイナポータルのページを開くか、「棚倉町スマート申請システム」からも手続きページに
入ることが可能です。

棚倉町スマート
申請システム

棚倉町スマート申請システムはこちらから

○棚倉町スマートシステムから申請可能な手続き

○棚倉町スマートシステムから申請可能な手続き

母 子 関 係
妊産婦および生後 1カ月児健康診査費用助成申請
出産・子育て給付金支給申請

健 診 関 係
令和５年度住民健康診査の申込（５月下旬より予約受付予定）
子宮頸がん、乳がん検診の申込（８月頃より順次開始予定）

予防接種関係 おたふくかぜ、風しん予防接種助成手続き

母 子 関 係 妊娠の届出

介 護 関 係
要介護・支援認定申込
介護保険負担限度額認定の申込　など

令和５年度シニア体力づくり教室を開催します

対 象 者　65歳以上で継続的に参加できる方　　　　　　　
　　　　※新規の方、町の介護予防教室に参加していない方を
　　　　　優先させていただきます。

参 加 費　無料　　　　　　　
会　　場　保健福祉センター（会場が変更になる場合があります）
内　　容　ストレッチ、筋力アップ運動、リズム体操など　　
持 ち 物　運動靴、運動できる服装、飲み物
申込方法 ４月４日㈫～４月11日㈫までに、ご希望のコースと班をお選びいただき、電話または
　　　　　保健福祉センター窓口でお申し込みください。
　　　　　なお、定員の都合上、ご希望に添えない場合がありますのでご了承ください。

コース 期　　間 班（定員） 実施時間

いきいきコース
（初級）

令和５年４月18日㈫から
令和６年３月までの期間で全40回

１班（25名） 午前10時～10時45分
２班（25名） 午前11時５分～11時50分

体力向上コース
（中級）

令和５年４月21日㈮から
令和６年３月までの期間で全40回

１班（25名） 午前10時～10時45分
２班（25名） 午前11時５分～11時50分

保健福祉センターだより

令和５年度の新型コロナワクチン接種について
　新型コロナワクチンを無料で接種できる特例臨時接種の実施期間が、令和６年３月31日まで延長され
ました。追加接種可能な全ての年齢の方を対象に、９月から1回接種を行うこととし、重症化リスクの
高い65歳以上の高齢者等については、前倒して５月から８月に追加で１回接種を行うことができます。
　町では、接種体制が整い次第、対象となる方へ接種券の送付および予約方法等の詳細をお知らせします。

出典：「令和５年度新型コロナワクチン接種についてのお知らせ」（厚生労働省）（https://www.mhlw.go.jp/content/001068244.pdf）を加工して作成
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出産育児一時金の医療機関等への直接支払制度

　国民健康保険や後期高齢者医療制度に加入していて、新型コロナウイルス感染による療養のために
勤務ができず、給料の全部または一部が支給されない被用者等に対する傷病手当金の支給対象期間は、
令和２年１月１日から令和５年５月７日までとなります。
　該当の方で申請を希望される場合は、住民課医療年金係までお問い合わせください。

　近年、出産費用が増加しており子育て世帯の負担が大きくなっていることから、法律が改正され、
出産育児一時金の額が８万円引き上げられました。町においても条例を改正し、令和５年４月１日以
降の出産から、出産育児一時金の額を42万円から50万円（※）に引き上げました。

（※）出産育児一時金48万８千円＋産科医療補償制度掛金分１万２千円＝50万円
　　　産科医療補償制度に加入していない方は、48万８千円

　出産育児一時金は、直接支払制度の利用により医療機関等に直接支払われるため、被保険者がまと
まった出産費用を事前に用意することなく、安心して出産に臨むことができます。

①

②

③

④
（被保険者）

（保険者）

（医療機関）

（支払機関）

【国民健康保険の場合】
①被保険者と医療機関等で直接支払制度利用の申請・
受取にかかる代理契約を締結する。
②出産後、医療機関は支払機関に出産育児一時金を請
求する。
　※出産費用が出産育児一時金を上回る場合は、被保
　　険者から医療機関へ差額の支払いが生じます。
③支払機関は保険者（町）に出産育児一時金を請求し
保険者（町）が支払機関を通して医療機関に支払う。
④出産費用が出産育児一時金を下回る場合は、被保険
者（世帯主）が町に申請して、町が差額を支給する。

■ お問い合わせ
　 住民課　医療年金係　☎33－2116
　（お手続きは③窓口まで）
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契 約

※出産費用が50万円
　未満の場合

出産育児一時金の医療機関等への直接支払制度
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令和２年１月１日から令和５年５月７日までとなります。
　該当の方で申請を希望される場合は、住民課医療年金係までお問い合わせください。

　近年、出産費用が増加しており子育て世帯の負担が大きくなっていることから、法律が改正され、
出産育児一時金の額が８万円引き上げられました。町においても条例を改正し、令和５年４月１日以
降の出産から、出産育児一時金の額を42万円から50万円（※）に引き上げました。

（※）出産育児一時金48万８千円＋産科医療補償制度掛金分１万２千円＝50万円
　　　産科医療補償制度に加入していない方は、48万８千円

　出産育児一時金は、直接支払制度の利用により医療機関等に直接支払われるため、被保険者がまと
まった出産費用を事前に用意することなく、安心して出産に臨むことができます。

①

②

③

④
（被保険者）

（保険者）

（医療機関）

（支払機関）

【国民健康保険の場合】
①被保険者と医療機関等で直接支払制度利用の申請・
受取にかかる代理契約を締結する。
②出産後、医療機関は支払機関に出産育児一時金を請
求する。
　※出産費用が出産育児一時金を上回る場合は、被保
　　険者から医療機関へ差額の支払いが生じます。
③支払機関は保険者（町）に出産育児一時金を請求し
保険者（町）が支払機関を通して医療機関に支払う。
④出産費用が出産育児一時金を下回る場合は、被保険
者（世帯主）が町に申請して、町が差額を支給する。

■ お問い合わせ
　 住民課　医療年金係　☎33－2116
　（お手続きは③窓口まで）
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契 約

※出産費用が50万円
　未満の場合
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　国民健康保険や後期高齢者医療制度に加入していて、新型コロナウイルス感染による療養のために
勤務ができず、給料の全部または一部が支給されない被用者等に対する傷病手当金の支給対象期間は、
令和２年１月１日から令和５年５月７日までとなります。
　該当の方で申請を希望される場合は、住民課医療年金係までお問い合わせください。

　近年、出産費用が増加しており子育て世帯の負担が大きくなっていることから、法律が改正され、
出産育児一時金の額が８万円引き上げられました。町においても条例を改正し、令和５年４月１日以
降の出産から、出産育児一時金の額を42万円から50万円（※）に引き上げました。

（※）出産育児一時金48万８千円＋産科医療補償制度掛金分１万２千円＝50万円
　　　産科医療補償制度に加入していない方は、48万８千円

　出産育児一時金は、直接支払制度の利用により医療機関等に直接支払われるため、被保険者がまと
まった出産費用を事前に用意することなく、安心して出産に臨むことができます。

①

②

③

④
（被保険者）

（保険者）

（医療機関）

（支払機関）

【国民健康保険の場合】
①被保険者と医療機関等で直接支払制度利用の申請・
受取にかかる代理契約を締結する。
②出産後、医療機関は支払機関に出産育児一時金を請
求する。
　※出産費用が出産育児一時金を上回る場合は、被保
　　険者から医療機関へ差額の支払いが生じます。
③支払機関は保険者（町）に出産育児一時金を請求し
保険者（町）が支払機関を通して医療機関に支払う。
④出産費用が出産育児一時金を下回る場合は、被保険
者（世帯主）が町に申請して、町が差額を支給する。

■ お問い合わせ
　 住民課　医療年金係　☎33－2116
　（お手続きは③窓口まで）
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　未満の場合
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降の出産から、出産育児一時金の額を42万円から50万円（※）に引き上げました。

（※）出産育児一時金48万８千円＋産科医療補償制度掛金分１万２千円＝50万円
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　出産育児一時金は、直接支払制度の利用により医療機関等に直接支払われるため、被保険者がまと
まった出産費用を事前に用意することなく、安心して出産に臨むことができます。

①

②

③

④
（被保険者）

（保険者）

（医療機関）

（支払機関）

【国民健康保険の場合】
①被保険者と医療機関等で直接支払制度利用の申請・
受取にかかる代理契約を締結する。

②出産後、医療機関は支払機関に出産育児一時金を請
求する。

　※出産費用が出産育児一時金を上回る場合は、被保
　　険者から医療機関へ差額の支払いが生じます。
③支払機関は保険者（町）に出産育児一時金を請求し
保険者（町）が支払機関を通して医療機関に支払う。

④出産費用が出産育児一時金を下回る場合は、被保険
者（世帯主）が町に申請して、町が差額を支給する。

■ お問い合わせ
　 住民課　医療年金係　☎33－2116
　（お手続きは③窓口まで）
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契 約

※出産費用が50万円
　未満の場合

■ お問い合わせ
　 住民課　医療年金係　☎33－2116
　（お手続きは③窓口まで）

新型コロナウイルス感染症による
傷病手当金の対象期間は５月７日まで

出産育児一時金が50万円になります

～出産育児一時金の医療機関等への直接支払制度～

【国民健康保険の場合】
①被保険者と医療機関等で直接支払制
度利用の申請・受取にかかる代理契
約を締結します。
②出産後、医療機関は支払機関に出産
育児一時金を請求します。
※出産費用が出産育児一時金を上回
る場合は、被保険者から医療機関
へ差額の支払いが生じます。

③支払機関は保険者（町）に出産育児
一時金を請求し、保険者（町）が支払
機関を通して医療機関に支払います。
④出産費用が出産育児一時金を下回る
場合は、被保険者（世帯主）が町に
申請して、町が差額を支給します。

直接支払制度のながれ
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込
し
申
お
・
せ
わ
合
い
問
お
■

課
生
創
域
地

係
整
調
画
企

☎
33
│

２
１
１
２

の
止
防
害
被
の
物
作
農
る
よ
に
霜

31

㈬
日

置
設
を
部
本
策
対
霜
防
町
倉
棚
で
ま

。
す
ま
し

に
報
情
象
気
、
は
ん
さ
皆
の
家
農

ら
、
農
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
霜
注
意
報
が
発
表
さ
れ
た

場
合
は
、
午
後
４
時
と
午
後
６
時
10

分
の
２
回
、
防
災
行
政
用
無
線
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

を

な
し
止
防

害
霜
凍
、
い
払
を
意
注

春
の
農
繁
期
を
迎
え
、ト
ラ
ク
タ
ー

や
田
植
え
機
な
ど
を
使
用
す
る
こ
と

が
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
安
全
確
保

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

用
耕
農
の
で
態
状
た
し
着
装
を
機
業

が
合
場
る
な
に
要
必
が
等
許
免
殊
特

。
い
さ
だ
く
意
注
ご

で
、

の
す
ま
り
あ

く
せ
わ
合
い
問
お
は
細
詳
の
等
件
条

。
い
さ
だ

せ
わ
合
い
問
お
■

課
興
振
業
産

係
林
農

☎
33
│

３
１
１
２

　事業所等の開設に要する改修費（居住用との共用部分は除く）、テレワーク施設整
備費、備品購入費、使用料（レンタル・リース代）、委託料等。
ただし、補助対象経費の合計額が５万円以上で町内事業者に支出した経費に限ります。

条件によって10万円または30万円を上限に補助します。
※棚倉町商工会に設置している創業支援の「ワンストップ窓口」へご相談ください。

　オフィス等施設を開設するための改修費（居住用との共用部分は除く）、テレワー
ク施設整備費、備品購入費、使用料（レンタル・リース代）、委託料等。
　ただし、補助対象経費の合計額が５万円以上の場合に限ります。
100万円を上限に補助します。

　町内において、起業・創業（※）をする方に対して、その起業・創業に向
けた施設整備や改修等にかかる経費の一部を補助します。
（※）現在事業を営んでいない方が恒常的な事業所等を確保し、開業の届
　　　出等を行い新たな事業を開始すること

　町内にサテライトオフィスや、本社・本店機能などを持ったオフィスを
町外から移転しようとする企業に、その開設に係る改修費やテレワーク設
備費等の一部を補助します。

い
さ
だ
く
て
し
意
注
に
害
霜
凍

棚倉町きぎょう支援事業を実施します

日
催
開
〇

月
４

10

㈪
日

時
〇

間

場
〇

所日
催
開
〇

月
４

20

㈭
日

時
〇

間

前
午

10
時
30

場
〇

所

せ
わ
合
い
問
お
■

み
込
し
申
お
・

会
議
協
祉
福
会
社
町
倉
棚☎

33
│

３
２
６
２

年
金
事
務
所
で
は
、
待
ち
時
間
な

く
相
談
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
事
前
予
約
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
年

金
手
帳
や
年
金
証
書
を
ご
準
備
の
上
、

相
談
を
希
望
す
る
３
日
前
ま
で
に
電

話
に
て
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

付
受
約
予
○

日
本
年
金
機
構

予
約
受
付
専
用
電
話

０
７
５
０
☎

│
05
│

０
９
８
４

間
時
付
受
○

時
８
前
午

30

15
分

）
み
の
日
平
（

せ
わ
合
い
問
お
■

日
本
年
金
機
構
白
河
年
金
事
務
所

８
４
２
０
☎

│
27
│

１
６
１
４

を
約
予
前
事
は
談
相
金
年

す
ま
し
い
願
お

談
相
と
ご
配
心
の
月
４

員
委
生
民

）
約
予
要
（
士
護
弁

起業・創業支援事業

企業オフィス開設等
支援事業

補助対象経費

補助金の額

補助金の額

補助対象経費

■お問い合わせ　産業振興課　商工係　☎33-2113

■お問い合わせ　産業振興課　商工係　☎33-2113
　　　　　　　　棚倉町商工会　　　　☎33-3161
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の
ら
か
署
察
警
倉
棚

せ
ら
知
お

２月の棚倉町の
交通事故発生状況

故
事
身
人

件
１

数
者
死

人
０

数
者
傷

人
０

故
事
件
物

件

せ
わ
合
い
問
お
■

署
察
警
倉
棚

課
通
交
域
地

☎
33
│

０
１
１
０

し
底
徹
を
認
確
の
右
左
後
前
、
し

へ
方
の
者
行
歩
○

光
夜
、
は
際
る
す
出
外
に
間
夜

し
ま
し
用
活
を
ト
イ
ラ
や
材
射
反

今
年
に
入
り
、
物
件
事
故

の
件
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
暖
か
く
な
っ
て
く

る
こ
と
で
、
ぼ
ん
や
り
運
転

や
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
に

よ
る
交
通
事
故
の
発
生
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー

は
速
度
を
控
え
、
緊
張
感
を

持
っ
て
ハ
ン
ド
ル
を
握
り
ま

し
ょ
う
。

インフォメーション

20

し
入
加
に
金
年
民
国
と
る
な
に
歳

せ
ま
り
な
ば
れ
け
な
し
付
納
を
料
険
保

め
納
を
料
険
保
、
く
な
が
入
収
、
が
ん

料
険
保
、
は
に
生
学
な
難
困
が
と
こ
る

き
で
が
と
こ
る
す
に
い
払
後
を
付
納
の

ま
り
あ
が
」
度
制
例
特
付
納
生
学
「
る

。
す

法
方
請
申
○

る
れ
さ
望
希
を
例
特
付
納
に
た
新

民
住
、
し
備
準
を
類
書
要
必
、
は
方

き
続
手
請
申
で
口
窓
係
金
年
療
医
課

。
す
ま
し
い
願
お
を

ま
た
、
す
で
に
納
付
特
例
の
承
認

を
受
け
て
い
て
、
在
学
予
定
期
間
が

満
了
し
て
い
な
い
方
に
は
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
申
請
書
（
ハ
ガ
キ
）
が

送
付
さ
れ
ま
す
。
４
月
以
降
も
引
き

続
き
納
付
特
例
を
希
望
す
る
場
合
は
、

必
要
事
項
を
記
入
し
、
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

類
書
要
必
○①

基
礎
年
金
番
号
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー・

表
（
証
生
学
は
た
ま
書
明
証
学
在
②

せ
わ
合
い
問
お
・
口
窓
請
申
■

課
民
住

係
金
年
療
医

☎
33
│

６
１
１
２

象
対
を
方
の
者
業
事
、
は
で
署
務
税

す
関
に
度
制
ス
イ
ボ
ン
イ
の
税
費
消
に

へ
会
明
説
。
す
ま
し
催
開
を
会
明
説
る

。
す
で
要
必
が
込
申
前
事
、
は
に
加
参
の

受
込
申
、
第
次
り
な
に
員
定
、
お
な

付

。
す
ま
し
了
終
を日

○

時

月
４

25

㈫
日

前
午

10

11

）
け
向
者
業
事
税
課
（時

会
○

場

署
務
税
河
白

限
期
込
申
○

月
４

18

㈫
日

登
に
方
の
者
望
希
、
後
了
終
会
明
説

。
す
ま
い
行
を
会
談
相
請
申
録

み
込
し
申
お
・
せ
わ
合
い
問
お
■

署
務
税
河
白

門
部
税
課
人
法

８
４
２
０
☎

│
22
│

８
２
１
７

す
ま
し
催
開
を
会
明
説
の
度
制
ス
イ
ボ
ン
イ

日
○

時

㈮
日
２
、
㈭
日
１
月
６

場

会
○

室
修
研
大

間
期
込
申
○

月
４

11

㈫
日

。
い
さ
だ
く
せ
わ
合
い
問
お
は
く
し
詳
※

せ
わ
合
い
問
お
る
す
関
に
み
込
し
申
■

会
協
災
防
・
火
防
本
日
人
法
団
財
般
一☎

03
│

３
６
２
６

│

３
０
９
９

せ
わ
合
い
問
お
る
す
関
に
会
習
講

会
協
備
設
防
消
県
島
福
人
法
団
社
般
一

４
２
０
☎

│

９
２
５

│

０
２
１
７

12

日
７
の
で
ま
㈬
日

の
児
園
・
童
児
）
園
（
学
入
新
、
は
間

。
す
で
間
期
動
運
止
防
故
事
通
交

、
は
児
園
・
童
児
る
す
学
入
ら
か
春

守
を
号
信
「
、
は
ん
さ
皆
の
者
行
歩

ど
な
」
る
す
断
横
を
道
歩
断
横
「
」
る

交
な
う
よ
る
な
と
本
手
の
児
園
・
童
児

せ
わ
合
い
問
お
■

課
民
住

係
防
消
境
環

☎
33
│

６
１
１
２

付
納
金
年
民
国
の
生
学

て
い
つ
に
度
制
例
特

を
会
習
講
規
新
理
管
火
防
種
甲

す
ま
し
催
開

よ
い
な
ぶ
あ

に
ち
も
き
ぐ
そ
い

ここから下は広告欄です。
内容についてのお問い合わせは直接広告主へお願いします。

広報広報

５.４.１

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは直接広告主へお願いします。

はなよし 「一
い っ そ う け ん め い

葬懸命」
組内に入っていない方で
もご安心ください。
追加料金一切なしで全て
お手伝い致します。

＜事前相談・さくらの会入会は＞
＜ 病 院 か ら の ご 連 絡 は ＞

0120-74-1446
いざという時に連絡できる先がある

「さくらの会」会員募集中

【斎場】フューネスさくら棚倉館

ご葬儀のことなら

ご葬儀
割引

お供物代
割引

☎
33
│

０
６
１
３

インフォメーション

ち
ま
を
山
里
、
り
守
を
然
自
な
か
豊

３
年
６
和
令
（
業
事
す
か
活
に
り
く
づ月

31

行
を
）
業
事
る
す
了
完
に
で
ま
日

補
で
内
囲
範
の
算
予
、
し
対
に
体
団
う

。
す
ま
し
付
交
を
金
助

業
事
象
対
○

す
存
保
、
備
整
を
境
環
山
里
や
山
里
・

等
動
活
な
要
必
に
め
た
る

修
研
の
め
た
の
り
く
づ
山
里
な
好
良
・

等
動
活
の
ど
な
発
啓
や

額
金
助
補
○

25
万
円
を
上
限
に
補
助
対
象
事
業
費（
消
耗
品

費
・
燃
料
費
・
研
修
費
等
）の
全
額
を
補
助

限
期
込
申
○

月
５

31

で
ま
㈬
日

。
い
さ
だ
く
せ
わ
合
い
問
お
は
く
し
詳
※

せ
わ
合
い
問
お
■

課
興
振
業
産

係
工
商

☎
33
│

３
１
１
２

方
の
民
住
域
地
に
め
た
の
生
創
域
地

助
補
で
内
囲
範
の
算
予
、
て
し
対
に
業

。
す
ま
し
付
交
を
金

対
〇

象
者

体
団
る
す
催
主
を
業
事

額
金
助
補
〇

１
事
業
あ
た
り
30
万
円
を
上
限
に
、
補

助
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以
内
の
額

他
の
そ
〇

業
事
、
で
の
ん
せ
ま
り
な
と
象
対
助

。
い
さ
だ
く

あ
が
点
意
留
ど
な
件
条
諸
、
枠
算
予
・

合
い
問
お
は
く
し
詳
、
で
の
す
ま
り

。
い
さ
だ
く
せ
わ

せ
わ
合
い
問
お
■

課
生
創
域
地

係
整
調
画
企

☎
33
│

２
１
１
２業

事
象
対
〇

の
業
産
場
地
ど
な
業
林
農
や
業
工
商
①

興
振
の
光
観、
発
開
の
物
産
特
、
興
振

伝
、
ト
ン
ベ
イ
、
動
活
化
文
・
術
芸
②

承
継
存
保
の
事
行
統

業
事
る
め
進
を
化
性
活
の
域
地
や
町
③

件
要
象
対
〇

が
費
業
事
・

10

の
も
の
上
以
円
万

受
を
金
助
補
ら
か
ど
な
町
、
県
、
国
・

の
も
い
な
い
て
け

額
金
助
補
〇

額
の
内
以
１
の
分
２
の
費
経
象
対
助
補た

だ
し
、予
算
の
範
囲
内
と
な
り
ま
す
。

限
期
請
申
〇

月
５

12

㈮
日

せ
わ
合
い
問
お
■

一
般
財
団
法
人
棚
倉
町
活
性
化
協
会

（
地
域
創
生
課
内
）

☎
33
│
２
１
１
２

ま
し
付
交
を
金
励
激
に
者
場
出
の
会
大

。
す

者
象
対
〇

の
内
町
る
す
場
出
に
上
以
会
大
北
東
①

が
所
住
に
内
町
び
よ
お
生
学
中
・
小

生
校
高
る
あ

出
内
町
る
す
場
出
に
上
以
会
大
北
東
②

保
、
で
生
校
高
び
よ
お
生
学
中
の
身

町
が
者
護

方
る
す
住
居
に
内

、
会
大
育
体
民
国
て
し
と
表
代
県
島
福
③

会
大
の
定
特
、
ど
な
会
大
際
国
び
よ

る
あ
が
所
住
に
内
町
、
る
す
場
出
に方

お
会
大
北
東
る
な
と
象
対
の
金
励
激
④

る
、
町
内

す
場
出
に
会
大
国
全
び
よに

本
拠
地
を
置
い
て
い
る
団
体

。
い
さ
だ
く
せ
わ
合
い
問
お
は
く
し
詳
※

せ

ス
ポ
ー
ツ
に
関
し
て

わ
合
い
問
お
■

館
育
体
合
総文

化
・
芸
術
に
関
し
て

・

課
習
学
涯
生

係
習
学
涯
生

☎
33
│

１
１
１
０

金
励
激
り
く
づ
人

す
ま
し
援
応
を
り
く
づ
山
里

金
助
補
業
事
進
推
生
創
域
地

す
ま
し
援
応
を
動
活
の
め
た
の
化
性
活
域
地

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは直接広告主へお願いします。

はなよし 「一葬懸命」
組内に入っていない方で
もご安心ください。
追加料金一切なしで全て
お手伝い致します。

＜事前相談・さくらの会入会は＞
＜ 病 院 か ら の ご 連 絡 は ＞

いざという時に連絡できる先がある

「さくらの会」会員募集中

【斎場】フューネスさくら棚倉館

ご葬儀のことなら

ご葬儀
割引

お供物代
割引

成
助
・
助
補

広報広報

５.４.１
広報広報

15 ５.４.１
広報広報

14５.４.１



インフォメーション

○
最
終
合
格
発
表
　
８
月
17
日
㈭

日
験
試
次
１
第
○

月
５

21

㈰
日

日
験
試
次
２
第
○

月
６

30

㈮
日

5

㈬
日

せ
わ
合
い
問
お
■

署
察
警
倉
棚

☎
33
│

０
１
１
０

ゴ
ル
フ
愛
好
者
相
互
の
親
睦
と
ゴ
ル
フ

の
健
全
な
普
及
、
技
術
と
マ
ナ
ー
の
向
上

を
目
的
に
町
民
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま

す
。
皆
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
参
加

く
だ
さ
い
。日

催
開
〇

月
５

28

㈰
日

会
〇

場

部
楽
倶
舎
田
倉
棚

対
〇

象

者
勤
在
内
町
び
よ
お
民
町

定
〇

員

（
人
０
６
１

40

）
組

費
加
参
〇

円
万
１

）
き
付
ク
ン
リ
ド
ン
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掲載した写真は差し上げます。
また、身近な情報がありましたら地域創生課までお知らせください！

地域創生課　企画調整係　☎33-2112Photos

日

月

日

月

満百歳の誕生日を迎えられた甲賀正野さん（関口）と藤田英安さん（関口）の百歳賀寿贈呈式が行われ
ました。町と県からそれぞれ賞状と記念品が贈呈され、家族と一緒に長寿を祝いました。
甲賀さんは、みんなと楽しくお話しをすること、藤田さんは、くよくよしないことが長寿の秘訣だそうです。

　町では、デジタル化推進の一環として、一部行政手続きがオンラインで申請できる「棚倉町スマート申請シ
ステム」を開設しました。ご自宅や職場などからいつでも手続きをすることが可能ですので、ぜひご利用ください。
　なお、紙での郵送や役場窓口での対面による申請等は、今までどおり受け付けています。

■棚倉町スマート申請システムに関するお問い合わせ　総務課　行政管理係　☎33-2111

（※）政府運営のオンラインサービス「マイナポータル」に移動して手続きを行います。手続きには、マイナン
　　　バーカード、マイナンバーカードを読み取れるスマートフォンやパソコンが必要となります。

◀
棚
倉
町
ス
マ
ー
ト

申
請
シ
ス
テ
ム

〇利用できる手続き一覧（令和５年４月時点）申請可能な手続きは、順次拡大していきます。

▲ いつまでもお元気で

インフォメーション

オンライン申請が始まりました 棚倉町スマート申請システム

制度名 手続きの名称 担当課（問い合わせ先）
水 道 水道の使用開始、停止 上下水道課 上水道係 ☎33-2119
住 民 登 録 転出・転居、転入予約　　　 　　　　　　　　 （※） 住

民
課

住民係 ☎33-2116
国民健康保険 健やか子育て医療費および妊産婦医療費の助成申請 医療年金係 ☎33-2116
児 童 手 当 受給の申込など11の行政手続き　　　　　　　　 （※） 福祉係 ☎33-2117

母 子 保 健

妊産婦および生後１カ月児健康診査費用の助成申請

課
祉
福
康
健出産・子育て応援給付金の給付申請 健康づくり係 ☎33-7801

妊娠の届出　　　　　　　　　　　　　　　　 （※）
おたふくかぜ、風しん等の予防接種費用の助成申請

介 護 保 険 要介護・要支援認定の申請、介護保険負担限度額認定の
申請など12の行政手続き　　　　　　　　　　 （※） 高齢者係 ☎33-7801

〇利用方法
　町ホームページ（トップページ）の「オンライン行政手続」のバナー、または右の
二次元コードを読み取り、「棚倉町スマート申請システム」を開きお手続きください。
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制度名 手続きの名称 担当課（問い合わせ先）
水 道 水道の使用開始、停止 上下水道課 上水道係 ☎33-2119
住 民 登 録 転出・転入の手続き　　　　　　　　　　 （※） 住

民
課
住　民　係　 ☎33-2116

医 療費助成 健やか子育て医療費および妊産婦医療費の助成申請 医療年金係　☎33-2116
児 童 手 当 受給の申込など11の行政手続き　　　　　 （※）

健
康
福
祉
課

福　祉　係　☎33-2117

母 子 保 健

妊産婦および生後１カ月児健康診査費用の助成申請

健康づくり係　☎33-7801
出産・子育て応援給付金の給付申請
妊娠の届出　　　　　　　　　　　　　　  （※）
おたふくかぜ、風しん等の予防接種費用の助成申請

介 護 保 険 要介護・要支援認定の申請、介護保険負担限度額認
定の申請など12の行政手続き　　　　　　 （※） 高 齢 者 係　☎33-7801

▲ いつまでもお元気で
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　観光フォトコンテスト2022の表彰式が町立図書
館で行われました。入賞作品は町観光協会ホーム
ページに掲載しているほか、町の観光PR等に活用
させていただきます。
　戸井田審査委員長より「上位を狙うには、棚倉町
に来てたくさん写真を撮り、多く応募することが近
道。新しい棚倉の魅力を探し出して撮ってほしい」
と総評をいただきました。

町の魅力を写真で伝える ▶

日

月

　棚倉町農作物・物産品ブランド化推進協議会によ
る令和４年度棚倉町ブランド認証産品の審査が行わ
れ、新たに甘盛堂の「甘盛堂の大福」と、佐川智紀
さん（さがわ農園）の「山本不動茸」が認証されま
した。今回の登録により棚倉町ブランド認証産品
は10団体、21品となりました。
　認証産品は県内外に向けて情報発信されます。

新たな棚倉町ブランドを認証 ▶

日

月

日

月

　町と東日本電信電話福島支店は、災害時におけ
る相互協力に関する基本協定を締結しました。
　この協定は、災害時における協力関係を構築し、
地域の防災力向上を図ることを目的とし、災害発
生時には、通信中断の発生状況や復旧見込等の情
報連携、指定避難所等への通信手段の確保などの
相互協力が図られることになります。

▲ 災害時の迅速な復旧へ

日

月

　春休み期間中（３月24日～４月５日）、夕方
５時前に帰宅時間をお知らせする防災行政用無線
は、社川小学校６年松本詩万さんが担当していま
す。
　松本さんは収録後「おうちでたくさん練習しま
した。練習した成果が出せて良かった」と感想を
話してくれました。

▲  おうちへ帰る時間になりました
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まちの話題
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地域おこし協力隊活動記
みなさんこんにちは、地域おこし協力隊の直江です。私の活動内容を報告します。

　３月6日㈪に棚倉児童クラブにおいて、高校生ボランティア
養成講座を受講した高校生による読み聞かせを行いました。直
前に練習をして挑みましたが、落ち着いて読み聞かせを行って
いました。子どもたちも高校生が読み聞かせをしてくれて、と
ても喜んでいる様子でした。本の触れ合いは、読み手にも聞き
手にも新しい発見をもたらしてくれます。絵本を読んでもらう
とＩQ（知能指数）だけではなくＥＱ（心の知能指数）が成長
し、また読み聞かせをする方にも声の変化や口調など改めて自
分への再認識が高まります。子どもたちへの読み聞かせは、高
校生にとって良い経験になったと思います。

　３月末をもちまして地域おこし協力隊を退任となりました。協力隊員として、子どもたちへの読書の普
及、学校図書館の整備や高校生ボランティア養成講座等を行ってきた２年と７カ月。さまざまな活動がで
きたのは、縁もゆかりもない私をあたたかく受け入れてくれた地元の方々をはじめ、活躍の場を与えてく
れた教育現場や子どもセンターの職員の方々、イベントがあると声をかけてきてくれた商工会の方々など、
私に関わってくださった全てのみなさんのご協力があってのことでした。本当にありがとうございました。
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こ
と
を
忘
れ
ら
れ
、
あ

っ
と
い
う
間
に
時
間

が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。

今
を
生
き
る
私
た
ち
だ

か
ら
こ
そ
、
ど
ん
な
こ

と
が
あ
っ
て
も
す
ぐ
に

力
に
な
れ
る
関
係
性
で

あ
り
た
い
と
私
は
思
い

ま
す
。

私
が
日
々
友
人
に
感

謝
し
、
助
け
ら
れ
、
大

切
に
思
う
存
在
で
あ
る

の
と
同
じ
よ
う
に
、
自

分
も
そ
ん
な
存
在
に
な

れ
て
い
た
ら
と
思
い
ま

す
。ま

だ
ま
だ
会
え
な
い

日
々
が
続
く
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
み
ん
な
に

は
遠
く
に
い
て
も
ず
っ

と
幸
せ
に
過
ご
し
て
い

て
ほ
し
い
と
願
う
ば
か

り
で
す
。

お
名
前

藤
田

苑
子
さ
ん

住

所

花
園

次
回
紹
介
者

◆
氏
名
…
中
野

愛
美
さ
ん

◆
住
所
…
新
町

◆
職
業
…
会
社
員

◆
趣
味
…
カ
メ
ラ

地域おこし協力隊活動記
みなさんこんにちは、地域おこし協力隊の直江です。私の活動内容を報告します。

　３月6日㈪に棚倉児童クラブにおいて、高校生ボラン
ティア養成講座を受講した修明高校生による読み聞かせ
を行いました。直前まで練習をして挑み、落ち着いて読
み聞かせを行うことができました。子どもたちも修明高
校生が読み聞かせをしてくれて、とても喜んでいる様
子でした。本との触れ合いは、読み手にも聞き手にも新
しい発見をもたらしてくれます。絵本を読んでもらうと
ＩQ（知能指数）だけではなくＥＱ（心の知能指数）が
向上し、また読み手の脳にも活発に働きます。子どもた
ちへの読み聞かせは、高校生にとって良い経験になった
と思います。

　３月末をもちまして地域おこし協力隊を退任いたしました。協力隊員として、子どもたちへの読書の普
及、学校図書館の整備や高校生ボランティア養成講座等を行ってきた２年と７カ月。さまざまな活動がで
きたのは、縁もゆかりもない私をあたたかく受け入れてくださった地元の方々をはじめ、私に関わってく
ださった全てのみなさんのご協力があってのことでした。本当にありがとうございました。

広報広報
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※「おめでた｣・｢おくやみ」について、掲載を希望

－2112）までお申し出ください。

みんなのひろば

編集後記

人の動き 令和５年３月１日現在
人口　13,240人（－18人）　世帯数　5,095世帯（－４世帯）　男性　6,538人（－12人）　女性　6,702人（－６人）

おめでた（２月中の届け出） おくやみ （２月中の届け出）

亡くなった方 年齢 住   所 亡くなった方 年齢 住   所

大竹ノブ子 96 舘ケ丘 大谷　一英 86 瀬ヶ野
木村　ツギ 97 舘ケ丘 鈴木　英司 64 寺 山
須藤　常春 96 舘ケ丘 下重　　豊 97 寺 山
金澤　きの 98 関 口 木　ヤス 76 八 槻
白川　幸造 76 仁公儀 田村キミコ 96 八 槻
松田　縫子 102 花 園 川島　弘之 89 下山本
須藤　タメ 93 玉 野 小田部ナミ 83 流
渡 　睦代 91 堤 岩鍋　良雄 86 岡 田

米寿を迎えました

両親の名 出生児 住   所
渡邊　　蓮・美　悠 　成　（な　る）丸　内
鈴木　　健・　梓 梨　央（り　お）丸　内
寺西　拓也・亜　美 柚　那（ゆ　な）古　町
大野　敦弘・恵里佳 まつり 関　口
大河内博行・菜奈美 雪　那（ゆきな）福　井
甲賀　貴喜・あかり 采　花（ことは）下手沢
齋藤　慎也・佳　奈 陽　叶（ひなと） 流

岸波　トヨさん
（関　口）

昭和10年３月20日生

沼田タマ子さん
（上手沢）

昭和10年3月30日生

武地　ウメさん
（東中居）

昭和10年３月20日生

小林　久子さん
（下山本）

昭和10年３月１日生

陣野　幸雄さん
（関　口）

昭和10年３月25日生

川邉　英子さん
（観音向）

昭和10年３月16日生

近藤　隆義さん
（西中居）

昭和10年３月25日生

福島　一男さん
（八　槻）

昭和10年３月18日生

乾　　英幸さん
（下山本）

昭和10年３月26日生

　　　　人の動き　令和３年３月１日現在

人口 13,695人（－28人）世帯数 5,094世帯（＋１世帯） 男性 6,7770人（－15人）女性 6,925人（－13人）

棚倉町公式SNS
インスタグラム

【enjoy_tanagura_town】
フェイスブック

【棚倉町】
ツイッター

【たなちゃん(公式）
　　@LoveTanagura】

広報広報
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みんなのひろば

　今回は、町内の桜スポットをご紹介しました。イベントなども再開するようになり、今年の春は、満開の桜を多くの方と
楽しめる賑やかな春になることと思います。異動や進学・進級などで環境が変化する季節ですが、桜を眺めて癒されてみて
はいかがでしょうか。（佐藤）

広報広報
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卒園・卒業おめでとうございます

修明高校

近津幼稚園 棚倉中学校

棚倉中学校

棚倉幼稚園

高野小学校

棚倉小学校

社川幼稚園

近津小学校

社川小学校

広報広報
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２月の健診で撮影させていただいた皆さんです。４月号、５月号、６月号の３回で紹介します。

編
集
•発
行
／
棚
倉
町
役
場
地
域
創
生
課

令
和
５
年
４
月
１
日
発
行

　３月３日、町内の保育園と幼稚園では、女の子の健やかな成長を願いひな祭り会が開かれました。
ひな祭り会では、男の子がダンスを披露したり、みんなでひなまつりのうたを歌ったりして、ひな
まつりを楽しみました。

①棚倉幼稚園
②社川幼稚園
③近津幼稚園
④棚倉保育園

広
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●３歳児の健康診査で、むし歯がありませんでした。

む し 歯
の な い 子

毎日パパと歯みがき、
がんばってるよ。

いがらし　よしたか くん
毎日はみがきがんば
るよ！

たかさか　いろは ちゃん

毎日歯みがきシャカ
シャカ頑張ってます。

つのだ　りゅうのすけ くん
毎日楽しく歯みが
き！

さとう　ちはや くん
毎日頑張って歯みが
きしています。

こいけ　ゆうせい くん
毎日楽しくハミガキ
がんばってます。

ふじた　おとか ちゃん

よく磨けました！

① ①

②

②

③

③

④

④

たなぐらスナップ ～ ひなまつり ～




